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1．目  的   

木製はきものは、日常の必需品であった時代  

のF駄やサンダルから、ファッション的、また  

行動・行為などのスタイル・シーン抜きIこは、  

あり得ない商品へと変化してきた。歳争となる  

対象が多い分野だけに、木製ということをメリ  

ットとするIこは、≠l三宿の中へ積極的に参加、提  

案することがより必要となる。   

そこで、本研究でほ、今後の木製はきものの  

方向と可能性をさぐる事を目的とした。  

2．方  法  

2．1 開発フロー図の作成  

2．2 アイデア展開と試作  

3．結  果  

3．1 はきもののあり方を検討した結果、日常  

ft活の噺九i場面によって、同じモノが、違った  

意味となる場合がある。そういう見方をすると  

「題く場面」と同時に、「脱ぎたくなる場面」  

も多々あることが考えられる。   

こういう視点から図－1のフロー図が導き出  

された。  

3＿2 図【1のフロー図及びくログハウスのシ  

ーンスケッチ＞より抽山、チェックの後、アイ  

デア展開をおこない、：Ii責の結果を得た。  
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樽わりlこなるモノ  

例・クツ脱ぎ欄  
・新I一概  

・週刊拉  
・机の上  
・楕子の上  
・クツのdを折る   

●サンダルへ膚さ  

轡え   

モノの機能  
桝・かさばらない  
・揮い  
・持ちはこU  

・㈹便  
・安定   
●グレードの拓い  

もの  
・木製で止みる   

ヒトの行為  
椚・足を■く、乗せ  

る  
・足を投げ出ナ  
・縞忙なる   S弘一S例年瞳紘作  
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4．考  案   

今回、初めて試作をわった「クツを脱ぎたく  

なるシーン」ほ、くリラックス＞とし、う意味ひ〕  

lで、木川まき♭けが最も得意としているとこ  

ろであり、また、これを精捗的に避凍る煩が、  

木製はきもり）にとノ，て、重要な課掛こ左る〃〕で   

はないナ三、7）うか。   

「リラックス寸るたが）り〕道！ミ」という■トキ、  

改めてjl摘三言忍すろことが必▲豊であると考えられ   

る。  
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